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若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
現

在
、
令
和
8
年
度
夏
季
企
画
展
『
豊
臣

政
権
と
佐
柿
～
国
吉
城
と
城
下
～
』
を

10
月
12
日
ま
で
開
催
中
し
て
い
ま
す
。

　

天
正
10
年(

１
５
８
２)

6
月
、
天
下

統
一
を
目
前
に
し
た
織
田
信
長
は
、
京

都
本
能
寺
に
お
い
て
重
臣
の
1
人
で
あ

る
明
智
日
向
守
光
秀
の
謀
反
に
あ
い
自

刃
し
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、中
国
地
方
の
毛
利
氏
と
相

対
し
、備
中
高
松
城
を
水
攻
め
に
し
て
い

た
羽
柴
筑
前
守
秀
吉(

後
の
豊
臣
秀
吉)

と
、弟
の
羽
柴
小
一
郎
長
秀(

後
の
豊
臣

秀
長)

兄
弟
は
、急
報
を
得
て
毛
利
氏
と

和
睦
し
、主
君
の
仇
討
ち
を
す
る
べ
く
京

へ
大
返
し
を
決
行
。光
秀
を
討
ち
取
っ
た

秀
吉
は
、織
田
家
中
に
お
い
て
勢
力
を
増

し
、清
須
会
議
で
は
信
長
の
嫡
孫
で
あ

る
三
法
師(

後
の
織
田
秀
信)

を
擁
立
し
、

織
田
家
筆
頭
家
老
で
越
前
国
を
治
め
る

柴
田
勝
家
と
対
立
を
深
め
ま
す
。　

　

若
狭
国
を
治
め
る
織
田
家
重
臣
の
丹

羽
長
秀
は
、秀
吉
陣
営
に
属
し
て
勝
家
と

若
越
国
境
や
北
近
江
で
対
峙
し
ま
す
。天

正
元
年(

１
５
７
３)

に
越
前
朝
倉
氏
を
滅

ぼ
し
て
以
来
、平
穏
を
迎
え
て
い
た
国
吉

城
や
若
越
国
境
は
、再
び
戦
乱
の
最
前
線

に
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
柴
田
勝

家
と
羽
柴
秀
吉
の
対
立
は
、天
正
11
年

(

１
５
８
３)

春
の
賤
ヶ
岳
の
合
戦
で
秀
吉

方
が
勝
利
し
、勝
利
の
勢
い
で
一
気
に
越

前
北
ノ
庄
に
侵
攻
、勝
家
は
正
室
に
迎
え

て
い
た
信
長
の
妹
、お
市
の
方
と
共
に
居

城
の
北
ノ
庄
城
で
自
刃
し
ま
し
た
。

　

戦
後
処
理
の
結
果
、越
前
国
は
丹
羽

長
秀
に
与
え
ら
れ
、佐
柿
に
は
秀
吉
の

家
臣
、木
村
常
陸
介
定
光
が
新
た
な
城

主
と
し
て
入
城
し
ま
し
た
。定
光
は
、越

前
府
中
城
主
も
務
め
、後
に
関
白
秀
次

付
の
家
老
と
な
り
、秀
次
が
高
野
山
で

自
刃
す
る
と
追
い
腹
を
切
り
ま
し
た
。

そ
の
子
は
、大
坂
夏
の
陣
で
活
躍
し
た

豊
臣
方
の
木
村
重
成
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

今
季
企
画
展
で
は
、そ
の
木
村
常
陸

介
定
光
が
大
改
修
し
た
国
吉
城
と
、新

た
に
開
い
た
城
下
町
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
い
ま
す
。平
成
12
年
度
か
ら
令
和

3
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
国
吉
城
址

史
跡
調
査
で
は
、想
像
を
超
え
た
発
見

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。越
前
朝
倉
勢
を
相

手
に
激
し
い
籠
城
戦
を
繰
り
広
げ
た
、

戦
国
時
代
の
土
造
り
の
山
城
だ
と
思
っ

て
い
た
城
跡
は
、全
域
に
石
垣
が
築
か

れ
、立
派
な
御
殿
が
建
ち
、本
丸
に
は
天

守
も
聳
え
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
り
ま

し
た
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
立
派
な
国

吉
城
下
に
は
、１
０
０
戸
を
超
え
る
城
下

町
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

豊
臣
政
権
下
で
の
佐
柿
の
移
り
変
わ
り

に
つ
い
て
、ひ
も
と
い
て
い
ま
す
。

　

本
誌
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
大
河
ド

ラ
マ
『
豊
臣
兄
弟
！
』
で
も
、
賤
ヶ
岳

の
合
戦
の
前
後
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ド

ラ
マ
の
陰
で
進
む
国
吉
城
と
佐
柿
城
下

の
変
遷
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)

豊臣政権と佐柿

～令和 8年夏季企画展より～

俳
　
句

み
ち
く
さ
句
会

池
田
　
恵
子
（
早
　
瀬
）

杉
木
　
繁
行
（
中
　
寺
）

杉
木
　
美
智
子
（
中
　
寺
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿)

楠
　
朱
朋
（
佐
　
田
）

友
が
待
つ
団
扇
片
手
に
急
ぎ
足

蓮
の
花
水
滴
抱
え
透
き
通
る

風
吹
け
ば
波
う
ね
る
ご
と
青
田
か
な

朝
の
畑
ひ
と
回
り
し
て
糸
蜻
蛉

谷
川
の
水
掬
う
間
も
玉
の
汗

震
災
の
語
り
部
列
車
能
登
の
夏

↑木村常陸介が整備した
　国吉城址本丸北西虎口跡石垣遺構

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第29回定期検査中(令和8年6月16日～)

⑨
リ
プ
レ
ー
ス
を
見
据
え
た

支
援
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

　

次
世
代
革
新
炉
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
に

対
応
し
た｢

リ
プ
レ
ー
ス
交
付
金｣

を

整
備
し
、
立
地
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
資
す
る
地
域
イ
ン
フ
ラ
の

強
靭
化
等
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
う
こ
と
。

戸
嶋
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に

国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

　

8
月
10
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
町
議
会
の

竹
仲
議
長
、
藤
田
副
議
長
、
原
子
力
発
電

所
特
別
委
員
会
の
梅
津
委
員
長
と
共
に
、

経
済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
、
内
閣
府
、

財
務
省
に
対
し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
係

る
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
理
解
の
醸
成
に
つ
い
て

　

若
い
世
代
の
主
体
的
な
原
子
力
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
理
解
活
動
へ
の
積
極
的
な
関
与
と
、

国
民
理
解
の
醸
成
に
向
け
た
立
地
地
域
の

取
り
組
み
に
特
段
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑦
共
創
会
議｢

将
来
像｣

の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

⑧
Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
制
度
に
お
け
る

政
策
誘
導
に
つ
い
て

　

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
共
創
会
議
に
お
け
る｢

立
地
地
域
の

将
来
像｣

の
充
実
・
強
化
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
。

　

Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
制
度
の
活
用
に
あ
た

り
、
立
地
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
補
助

制
度
の
充
実
・
強
化
等
、
強
力
な
政
策
誘

導
を
図
る
こ
と
。

②｢

き
い
ぱ
す｣
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館｢

き
い

ぱ
す｣

の
充
実
・
強
化
及
び
安
定
的
な
運

用
に
向
け
、
財
政
支
援
・
技
術
支
援
・
人

的
支
援
を
強
力
に
行
う
こ
と
。

④
廃
止
措
置
対
策
に
つ
い
て

　

廃
止
措
置
を
安
全
か
つ
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
理
・
処

分
に
つ
い
て
、
国
が
前
面
に
立
ち
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

③�

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
着
実
な

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
に
つ
い
て

　

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問
題
の
解
決
に
向
け
、

国
が
前
面
に
立
ち
主
体
的
か
つ
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

⑤
美
浜
高
島
道
路
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

　

安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保
に
か
か
る

避
難
道
路(

命
の
道
路)

の
早
期
着
工
を

図
る
こ
と
。

⑥
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の

強
靭
化
に
つ
い
て

　

原
子
力
災
害
時
の
避
難
や
事
故
制
圧
時

に
利
用
す
る
幹
線
道
路
は
、
狭
き
ょ
う
さ
く窄

部
や
脆

弱
な
法
面
を
抱
え
、
電
柱
が
林
立
す
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
に
機
能
不
全
に
陥
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
避
難
道
路
・
制

圧
道
路
の
局
部
改
良
や
無
電
柱
化
等
の
強

靭
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

原
子
力
政
策
に
つ
い
て

立
地
地
域
対
策
に
つ
い
て

原
子
力
防
護
対
策
の

充
実
強
化
に
つ
い
て

↑ �経済産業省 井野俊郎経済産業副大臣 ( 中央 ) へ
中央要請

　

今
回
の
要
請
を
受
け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
振
興
や
避
難

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く｣

と
い
っ
た
前
向
き
で
力
強
い
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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※�お問い合わせ先　　町健康福祉課   ☎32‐6704

　適正な塩分を摂取すること ( 減塩 ) と適

切なエネルギーを摂取すること ( 減量 ) を 2

本柱としたげんげん運動をバージョンアップ

し、特に減量を強化するため、糖質の適正

摂取を切り口に推進する健康づくりです。

げんげん運動プラス UP とは

9 月は
げんげん運動プラス UP
   　　　　推進強化月間です！

　糖質とは炭水化物から食物繊維を除

いたもので、身体や脳の重要なエネル

ギー源ですが、たくさん取りすぎると、

肥満や糖尿病等、生活習慣病の原因と

なります。

放 送
局

すこ やか

暑い夏、ジュースやアイスの取り過ぎに注意しましょう！

ジュースは小さなお子さんでも気軽に飲んでしまいますが、砂糖がたくさん

↑砂糖 16.8g　スティックシュガー 5.6 本分

↑砂糖 16.8g　
　スティックシュガー
　5.6 本分

↑砂糖 18.5g　
　スティックシュガー  
   6.1 本分

皆さん知っていますか？

1 日に摂取してよい砂糖の目安量はあるの？

1 日の砂糖の摂取目安量は 25g 以下 ( スティックシュガー約 8 本分 ) です。
小学生は 15g 以下 ( スティックシュガー約 4 本分 ) です。簡単に食べられ
るアイスやジュースにもたくさんの砂糖が含まれるので、注意しましょう。

1 日の間食の目安は 200kcal です。間食はなるべくカロリーの低いものを
選択し、カロリーが高い場合は半分残す等の工夫をして、3 食の食事でしっ
かり栄養を取れるよう、間食の量を調整しましょう。

1 日どのくらいであれば間食 ( おやつ ) を食べていいの？目安はあるの？

地域で認知症と共にいきいきと暮らす

～講演会のお知らせ～
日　時： 9 月 17 日 ( 木 )　

午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

町保健福祉センターはあとぴあ場　所：

認知症を予防するための基礎知識内　容：

県立すこやかシルバー病院
久世　浩江　管理栄養士

講　師：

9 月 21 日は ｢ 認知症の日 ｣
　　　　世界アルツハイマーデーです

　｢ 共生社会の実現を推進するための認知症基本法 ｣ が施行

されたことにより、2024 年から毎年 9 月が ｢ 認知症月間 ｣、

9 月 21 日が ｢ 認知症の日 ｣ と定められました。全国各地で

認知症への理解を深め、認知症と共にいきいきと暮らす地域

を目指し、認知症についての関心と理解を深める活動が行わ

れています。

新しい認知症観とは
　認知症になってからも、一人一人が個人と

してできること・やりたいことがあり、住み慣

れた地域で仲間等とつながりながら、希望を

持って自分らしく暮らし続けることができると

いう考え方です。

　認知症の診断後も、地域や社会とのつなが

りを持ちながら、これまで通りの生活をしてい

る認知症の人が多くいます。地域で認知症の

人やその家族と過ごすことで認知症に対する

見方が変わり、地域でともに暮らす仲間として

認知症の人と接することができる ｢ 新しい認

知症観 ｣ を持つ人が少しずつ増えてきていま

す。本人の話を聴き、一緒に過ごす時間等の

対話を通して理解を深めていきましょう。

■ 9 月の認知症月間では、町でもさまざまな取り組みを行います！

～役場町章ライトアップ～

　役場庁舎の町章を認

知症支援のシンボルカ

ラー、オレンジ色にラ

イトアップします。

オレンジカフェの開催
　どなたでも参加できる認知症カフェを開催します。認知症の本人や家族だけでなく、地域の人や

専門職等自由に参加でき、情報交換や相談も行えます。

決まったプログラムはなく、コーヒーやお茶を飲みなが

ら、思い思いの時間を過ごせます。

日　時： 9 月 10 日 ( 木 )　午後 1 時 30 分～ 3 時

生涯学習センターなびあす場　所：

無　料参加料： ※事前申し込み不要

含まれる上に、消化吸収が早く、急激に血糖値を上昇させます。普段の水分補給は、水かお茶にしましょう。



ハートフル広場
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7/1～7/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※�氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

山 口 和 子 大 藪 76 山 口 政 宏

横　山　喜久榮 麻 生 99 横 山 恒 幸

坂 田 　 貢 佐 田 78 坂　田　マチ子

浅 妻 伸 之 大 藪 97 浅　妻　新一郎

山 口 幸 江 寄 戸 90 山 口 安 正

金 吾 愃 司 河原市 90 金 吾 康 史

山 口 三 雄 大 藪 86 山 口 サ ト

大　塩　みよ子 佐 野 97 大 塩 一 成

岩 田 利 治 早 瀬 92 谷 島 和 子

石 丸 　 巖 河原市 83 石 丸 泰 男

◎おくやみ

　広報みはま9月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カタ

カナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等も

一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある言

葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法

　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大

歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-

1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。

メールで応募される方は、次のアドレスに送信して

ください。

【メールアドレス】

  kouhou-mihama 

  @town.fukui-mihama.lg.jp

【二次元コード】　右記

　締め切りは、9月7日(月)(消印有効)です。正解者

の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。

●8月号の答え　きんぎょ(金魚)

●�応募者総数は10人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

広報クイズ

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

※�町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口の動き

11人

23人

419人(± 0)

人口総数　　　　8,419人(－ 15)

男　　　　　　　4,153人(－ 12)

女　　　　　　　4,266人(－   3)

世帯数　　　　　3,544世帯(－  9)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  3人

16人

令和8年8月1日現在※(　)は前月比

パ
パ
マ
マ
、
だ
い
す
き
♡

田
村
　
凛り

ま茉 

ち
ゃ
ん(

佐
柿)

父･

義
誠
さ
ん

母･

奈
美
さ
ん

9.8み
ん
な
に
見
守
ら
れ
て
す
く
す
く
成
長
中
！

山
本
　
清き
よ
こ子 

ち
ゃ
ん(

坂
尻)

父･

茂
樹
さ
ん

母･

育
子
さ
ん

9.3動
く
の
大
好
き
！
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
な
。

川
畑
　
凛り

つ津 

ち
ゃ
ん(

山
上)

父･
貴
寛
さ
ん

母･

伊
津
美
さ
ん

9.1

氏　名 住　所

 馬　野　勝　弥　&　(光　松) 玲　音 佐　野

 山　口　浩　明　＆　(渡　辺) 有　香 太　田

◎ご結婚

◎ご誕生

氏　名 性別 父・母 住　所

田 辺 羽
う み

美 女 有羽 興道寺

塚 本 夏
な つ き

樹 男 光輔・歩実 佐 田

町公式 LINE の

友だち追加はこちら！

　　

まちびとまちびと

台湾新北市石門区ホームステ

イ事業に参加する美浜町ジュ

ニア対外交流団を代表して、

結団式で誓いの言葉を述べた

＊参加されたきっかけを教えてください。
　言葉や生活の違いに大きな不安がありましたが、周囲の人た

ちに勧められて台湾の人たちと交流したいと思い、ホームステ

イに参加しました。

＊ホームステイでは、どのような交流を行いたいですか。
　台湾のさまざまな施設の見学や体験を通して、日本との文化

の違いを学びたいです。また、ペアの子や現地の人たちと話し

たり、一緒に出かけたりして親睦を深めたいです。

萱森　蓮
れ ん

　さん (安江)

はじめてバースデー

9月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY
｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

①●○○　○○美浜2026

②地域"あいあい"〇　〇〇ー〇　〇〇を開催

③●〇〇〇〇〇〇〇〇の手続き予約が

　インターネットでできるようになりました

④9月はげんげん運動〇〇〇〇　〇

　　　　　　　　　　　　推進強化月間です

⑤ご家庭で不用になったパソコンを

　　　　　　　　〇●　〇〇〇〇　〇します

●

〇 〇

● 〇

〇

美浜中学校2年
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、8月 13日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

9 月の納税 [納期限 9/30（水）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (2期 )、国民健康保険税 (3期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和8年 9 月

15（火）

16（水）

14（月）

13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）

6（日）

5（土）

4（金）

3（木）

27（日）

26（土）
25（金）

24（木）

23（水）

21（月）
22（火）

20（日）

19（土）
18（金）
17（木）1（火）

2（水）

28（月）

29（火）

30（水）

毎
号
毎
号
編
集
後
記
で
書
い
て
い
ま
す
が
、

本
当
に
暑
い
日
が
連
日
続
き
ま
す
ね
。皆
さ
ん

は
、体
調
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。私
は
、暑
さ
に

や
ら
れ
、少
々
夏
バ
テ
気
味
で
す
。

　

８
月
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
が
、こ
の

夏
、皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。お
祭
り
や
花
火
大
会
、海
水
浴

や
プ
ー
ル
等
、夏
を
満
喫
す
る
こ
と
は
で
き
ま

し
た
か
。私
は
、取
材
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、今

年
も
夏
を
満
喫
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
き
ま
す
が
、９
月
に

入
り
、季
節
は
夏
か
ら
秋
に
な
り
ま
す
。秋
に

は
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
お
り
、楽
し
い

日
々
が
目
白
押
し
で
す
。勉
強
や
仕
事
等
で
忙

し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
、友

達
や
家
族
で
参
加
し
、秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。（
隼
）

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・

　　　　　　　　　　　 大腸がん検診・肝炎検査]

           　　　　　　　　　　　　 (北西郷公民館)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  八朔祭(新庄) 

  八朔祭(日向)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  美浜中学校文化祭(美浜中学校)

  9:30～結婚相談(はあとぴあ)

14:00～町民人権講座(なびあす)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(はあとぴあ)

  美浜中学校体育祭(美浜中学校グラウンド)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  敬老の日

  国民の休日

  秋分の日

10:00～2歳児教室(はあとぴあ)
13:00～3歳児健診
　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  8:30～町民ソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　(総合運動公園運動場)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
            　　　胃・大腸・乳がん検診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　    　(はあとぴあ)
13:00～動脈硬化予防健診・がん検診[大腸・
　　　　　　　　　　　子宮・乳] (はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


